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令令和和５５年年度度  肥肥料料価価格格高高騰騰対対策策事事業業（（国国））  中中間間報報告告・・実実施施状状況況報報告告のの手手引引きき  

                                

ⅠⅠ  作作成成書書類類区区分分  取組メニューの実施終了のタイミングにより報告時期が異なる 
  

 １ 令和5年 11月10日までに終了       ２ 令和5年11月11日以降に終了  

 

 １ 中間報告※    参参加加農農業業者者のの提提出出書書類類はは同同じじ    ２ 実施状況報告  

 

        

 

 

 

   ※国の事業実施要領改正に伴い、様式番号の変更があります。 

 

◎ １ 中間報告：参加農業者→取組実施者（令和5年11月末） 

        取組実施者→（地域協経由）→県協議会提出（令和5年12月25日） 

  

◎ ２ 実施状況報告：参加農業者→取組実施者（令和6年5月末） 

          取組実施者→（地域協経由）→県協議会提出（令和6年6月末） 

  

ⅡⅡ  作作成成書書類類一一覧覧  ※※秋秋肥肥、、春春肥肥ごごととにに作作成成（（申申請請書書類類とと同同様様））  

１ 中間報告 ※県協議会（事業実施主体）への提出書類（（①①、、②②、、③③、、④④、、⑤⑤、、⑥⑥）） 

 作成者 書類保管者 書類の名称 様式番号等 

①  取組実施者 取組実施者 取組中間報告書 業務方法書様式第12号 

②  〃 〃 （取組実施状況報告書） （業務方法書様式第11号＋別添）

③  〃 〃 （参加農業者名簿） （実施要領参考様式第13―２号）

④  参加農業者 〃 化学肥料低減実施報告書 実施要領参考様式第14号 

⑤  〃 〃 取組実績整理表 協議会長が別に定める様式第６号

⑥  〃 〃 取組メニュー別証拠書類 項目Ⅲで具体例を提示 

⑦  〃 〃 ほ場毎の施肥管理記録簿 任意の様式 ※取組の拡大・強化

の場合のみ前年度の記録簿も必要

⑧  〃 〃 取組メニューを実施した品目の

出荷・販売伝票 

任意の様式 

⑨  〃 〃 その他申請時から変更が生じた

事由等の書類 

経営継承した場合は、継承した農

業者の事業取組の意向確認など 

※ 取組実施者は、参加農業者（支援対象農業者）の書類の写しを保存管理する 

※ ②、③は、全ての参加農業者の取組が終了した場合は提出 

 

注「中間報告」で、全ての参加農業者の取組が終了した場合、取組実施者は「実

施状況報告」の取りまとめ様式についても、併せて提出してください。 

・業務方法書様式第11号及び別添、実施要領参考様式第１３―２号 
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２ 実施状況報告 ※県協議会（事業実施主体）への提出書類（（①①、、②②、、③③、、④④、、⑤⑤）） 

 作成者 書類保管者 書類の名称 様式番号 

①  取組実施者 取組実施者 取組実施状況報告書 業務方法書様式第11号＋別添 

②  〃 〃 参加農業者名簿 実施要領参考様式第13―２号 

③  参加農業者 〃 化学肥料低減実施報告書 実施要領参考様式第14号 

④  〃 〃 取組実績整理表 協議会長が別に定める様式第６号

⑤  〃 〃 取組メニュー別証拠書類 項目Ⅲで具体例を提示 

⑥  〃 〃 ほ場毎の施肥管理記録簿 任意の様式 ※取組の拡大・強化

の場合のみ前年度の記録簿も必要

⑦  〃 〃 取組メニューを実施した品目の

出荷・販売伝票 

任意の様式 

⑧  〃 〃 その他申請時から変更が生じた

書類 

経営継承した場合は、継承した農

業者の事業取組の意向確認など 

  ※ 取組実施者は、参加農業者の書類の写しを保存管理する 

  

  

ⅢⅢ  書書類類のの作作成成例例  

 

 【取組メニューの一覧】. 

 取組メニュー名 

アア  土土壌壌診診断断にによよるる施施肥肥設設計計  

イイ  生生育育診診断断にによよるる施施肥肥設設計計  

ウ 地域の低投入型の施肥設計の導入 

エエ  堆堆肥肥のの利利用用  

オ 汚泥肥料の利用（下水汚泥 等） 

カ 食品残渣など国内資源の利用（エとオ以外） 

キキ  有有機機質質肥肥料料（（指指定定混混合合肥肥料料等等をを含含むむ））のの利利用用  

ク 緑肥作物の利用 

ケ 肥料施用量の少ない品種の利用 

ココ  低低成成分分肥肥料料（（単単肥肥配配合合をを含含むむ））のの利利用用  

サ 可変施肥機の利用（ドローンの活用等も含む） 

シシ  局局所所施施肥肥（（側側条条施施肥肥、、ううねね立立てて同同時時施施肥肥、、潅潅注注施施肥肥等等））のの利利用用  

ス 育苗箱（ポット苗）施肥の利用 

セ 化学肥料の使用量及びコスト削減の観点から施肥量・肥料銘柄の見直し 

ソ 地域特認技術（該当なし） 

 

  以降では、主な取組メニューであるア、イ、エ、キ、コ、シについて具体例を示す。 
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１１  主主体体別別（（農農業業者者、、取取組組実実施施者者別別））作作成成書書類類  

ア：土壌診断による施肥設計 

 

 【参加農業者】 

 書類の名称 様式番号等 補  足 

① 化学肥料低減実施報告書 実施要領参考様式第14号  

② 取組実績整理表 協議会長が別に定める様式第６号  

③ 土壌診断結果、及び診断結

果に基づく施肥設計書の

写し 

任意の様式 

 

※診断ほ場、診断日、診断者、対象

作物等が分かるもの 

④ ほ場毎の施肥管理記録簿 任意の様式 

 

※取組の拡大・強化の場合は前年

度の記録簿も必要 

⑤ 取組メニューを実施した

品目の出荷・販売伝票 

任意の様式  

⑥ その他申請時から変更が

生じた事由が確認できる

書類 

任意の様式 

 

経営継承した場合は、継承した農業

者の事業取組の意向確認など 

 

 【取組実施者】 

 書類の名称 様式番号等 補  足 

❶ 取組中間報告書 

（取組実施状況報告書等） 

業務方法書様式第12号 

（業務方法書様式第11号、別添、

実施要領参考様式第13―２号） 

  

 

 

  県協議会へ提出 

 ※写しを取組実施者で保管

① 化学肥料低減実施報告書 実施要領参考様式第14号 

② 取組実績整理表 協議会長が別に定める様式第６号

③ 土壌診断結果、及び診断結

果に基づく施肥設計書の

写し 

任意の様式 

※診断ほ場、診断日、診断者、対象

作物等が分かるもの 

④ ほ場毎の施肥管理記録簿 任意の様式 

※取組の拡大・強化の場合は前年

度の記録簿も必要 

  

 

各参加農業者の作成書類の 

写しをとりまとめ 

取組実施者で保管 

⑤ 取組メニューを実施した

品目の出荷・販売伝票 

任意の様式 

⑥ その他申請時から変更が

生じた事由が確認できる

書類 

経営継承した場合は、継承した農業

者の事業取組の意向確認など 

   【凡例】❶・・・・・・取組実施者が作成する書類 

① ～⑥・・・参加農業者が作成する書類の写し 
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イ：生育診断による施肥設計 

 

 【参加農業者】 

 書類の名称 様式番号等 補  足 

① 化学肥料低減実施報告書 実施要領参考様式第14号  

② 取組実績整理表 協議会長が別に定める様式第６号  

③ 生育診断結果及び施肥量

の改善内容等の写し 

任意の様式 作物名、診断日、診断者、診断結

果、施肥改善内容等が記録された

もの 

④ ほ場毎の施肥管理記録簿 任意の様式 

 

※取組の拡大・強化の場合は前年

度の記録簿も必要 

⑤ 取組メニューを実施した

品目の出荷・販売伝票 

任意の様式  

⑥ その他申請時から変更が

生じた事由が確認できる

書類 

経営継承した場合は、継承した農業

者の事業取組の意向確認など 

 

 

 【取組実施者】 

 書類の名称 様式番号等 補  足 

❶ 取組中間報告書 

（取組実施状況報告書等） 

業務方法書様式第12号 

（業務方法書様式第11号、別添、

実施要領参考様式第13―２号） 

   

 

 

県協議会へ提出 

 ※写しを取組実施者で保管

① 化学肥料低減実施報告書 実施要領参考様式第14号 

② 取組実績整理表 協議会長が別に定める様式第６号

③ 生育診断結果及び施肥量

の改善内容等の写し 

任意の様式 

※ 作物名、診断日、診断者、診断

結果、施肥改善内容等が記録

されたもの 

④ ほ場毎の施肥管理記録簿 任意の様式 

※取組の拡大・強化の場合は前年

度の記録簿も必要 

 

 

各参加農業者の作成書類の 

写しをとりまとめ 

取組実施者で保管 

⑤ 取組メニューを実施した

品目の出荷・販売伝票 

任意の様式 

⑥ その他申請時から変更が

生じた事由が確認できる

書類 

経営継承した場合は、継承した農業

者の事業取組の意向確認など 

【凡例】❶・・・・・・取組実施者が作成する書類 

① ～⑥・・・参加農業者が作成する書類の写し 
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エ：堆肥の利用 

 

【参加農業者】 

 書類の名称 様式番号等 補  足 

① 化学肥料低減実施報告書 実施要領参考様式第14号  

② 取組実績整理表 協議会長が別に定める様式第６号  

③ 堆肥の購入伝票の写し 任意の様式 

※購入日が分かるもの 

自給堆肥を施用する場合は、散布

時の写真に代えること 

④ ほ場毎の施肥管理記録簿 任意の様式 

 

※取組の拡大・強化の場合は前年

度の記録簿も必要 

⑤ 取組メニューを実施した

品目の出荷・販売伝票 

任意の様式  

⑥ その他申請時から変更が

生じた事由が確認できる

書類 

経営継承した場合は、継承した農業

者の事業取組の意向確認など 

 

 

 【取組実施者】 

 書類の名称 様式番号等 補  足 

❶ 取組中間報告書 

（取組実施状況報告書等） 

業務方法書様式第12号 

（業務方法書様式第11号、別添、

実施要領参考様式第13―２号） 

   

 

 

県協議会へ提出 

 ※写しを取組実施者で保管

 

① 化学肥料低減実施報告書 実施要領参考様式第14号 

② 取組実績整理表 協議会長が別に定める様式第６号

③ 堆肥の購入伝票の写し 任意の様式 

※購入日が分かるもの 

④ ほ場毎の施肥管理記録簿 任意の様式 

※取組の拡大・強化の場合は前年

度の記録簿も必要 

 

 

各参加農業者の作成書類の 

写しをとりまとめ 

取組実施者で保管 

⑤ 取組メニューを実施した

品目の出荷・販売伝票 

任意の様式 

⑥ その他申請時から変更が

生じた事由が確認できる

書類 

経営継承した場合は、継承した農業

者の事業取組の意向確認など 

【凡例】❶・・・・・・取組実施者が作成する書類 

① ～⑥・・・参加農業者が作成する書類の写し 
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キ：有機質肥料（指定混合肥料等を含む）の利用 

 

【参加農業者】 

 書類の名称 様式番号等 補  足 

① 化学肥料低減実施報告書 実施要領参考様式第14号  

② 取組実績整理表 協議会長が別に定める様式第６号  

③ 有機質肥料（指定混合肥

料）の購入伝票の写し 

任意の様式 

※購入日が分かるもの 

有機質肥料（指定混合肥料）の購

入伝票の写し 

④ ほ場毎の施肥管理記録簿 任意の様式 

 

※取組の拡大・強化の場合は前年

度の記録簿も必要 

⑤ 取組メニューを実施した

品目の出荷・販売伝票 

任意の様式  

⑥ その他申請時から変更が

生じた事由が確認できる

書類 

経営継承した場合は、継承した農業

者の事業取組の意向確認など 

 

 

 

 【取組実施者】 

 書類の名称 様式番号等 補  足 

❶ 取組中間報告書 

（取組実施状況報告書等） 

業務方法書様式第12号 

（業務方法書様式第11号、別添、

実施要領参考様式第13―２号） 

   

 

 

県協議会へ提出 

 ※写しを取組実施者で保管

 

① 化学肥料低減実施報告書 実施要領参考様式第14号 

② 取組実績整理表 協議会長が別に定める様式第６号

③ 有機質肥料（指定混合肥

料）の購入伝票の写し 

任意の様式 

※購入日が分かるもの 

④ ほ場毎の施肥管理記録簿 任意の様式 

※取組の拡大・強化の場合は前年

度の記録簿も必要 

 

 

各参加農業者の作成書類の 

写しをとりまとめ 

取組実施者で保管 

⑤ 取組メニューを実施した

品目の出荷・販売伝票 

任意の様式 

⑥ その他申請時から変更が

生じた事由が確認できる

書類 

経営継承した場合は、継承した農業

者の事業取組の意向確認など 

【凡例】❶・・・・・・取組実施者が作成する書類 

① ～⑥・・・参加農業者が作成する書類の写し 
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コ：低成分肥料（単肥配合を含む）の利用 
 

【参加農業者】 

 書類の名称 様式番号等 補  足 

① 化学肥料低減実施報告書 実施要領参考様式第14号  

② 取組実績整理表 協議会長が別に定める様式第６号  

③ 低成分肥料（単肥配合を含

む）の購入伝票の写し 

任意の様式 

※購入日が分かるもの 

自ら単肥配合した場合は、配合す

る肥料を購入した伝票の写し 

ＮＰＫ成分の比較が可能

なもの 

任意の様式 

※新たに取組む場合のみ 

ＮＰＫの成分の総量が現行より低

い複合肥料を新たに施用する場合

は、これまで使用していた肥料銘

柄がわかるもの 

④ ほ場毎の施肥管理記録簿 任意の様式 

 

※取組の拡大・強化の場合は前年

度の記録簿も必要 

⑤ 取組メニューを実施した

品目の出荷・販売伝票 

任意の様式  

⑥ その他申請時から変更が生じ

た事由が確認できる書類 

経営継承した場合は、継承した農業者の

事業取組の意向確認など 

 

 

 【取組実施者】 

 書類の名称 様式番号等 補  足 

❶ 取組中間報告書 

（取組実施状況報告書等） 

業務方法書様式第12号 

（業務方法書様式第11号、別添、

実施要領参考様式第13―２号） 

   

 

 

県協議会へ提出 

 ※写しを取組実施者で保管

 

① 化学肥料低減実施報告書 実施要領参考様式第14号 

② 取組実績整理表 協議会長が別に定める様式第６号

③ 低成分肥料（単肥配合を含

む）の購入伝票の写し 

任意の様式 

※購入日が分かるもの 

ＮＰＫ成分の比較が可能

なもの 

任意の資料 ※これまで使用して

いた肥料銘柄がわかるもの等 

④ ほ場毎の施肥管理記録簿 任意の様式 

※取組の拡大・強化の場合は前年

度の記録簿も必要 

 

 

各参加農業者の作成書類の 

写しをとりまとめ 

取組実施者で保管 

⑤ 取組メニューを実施した

品目の出荷・販売伝票 

任意の様式 

⑥ その他申請時から変更が生じ

た事由が確認できる書類 

経営継承した場合は、継承した農業者の

事業取組の意向確認など 

【凡例】❶・・・・・・取組実施者が作成する書類 

① ～⑥・・・参加農業者が作成する書類の写し 
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シ：局所施肥（側条施肥、うね立て同時施肥、潅注施肥等）の利用 

 

【参加農業者】 

 書類の名称 様式番号等 補  足 

① 化学肥料低減実施報告書 実施要領参考様式第14号  

② 取組実績整理表 協議会長が別に定める様式第６号  

③ 局所施肥を実施している

写真 

任意の資料  

④ 契約書の写し 任意の様式 

※契約日が分かるもの 

リースもしくは作業委託の場合 

のみ 

⑤ ほ場毎の施肥管理記録簿 任意の様式 

 

※取組の拡大・強化の場合は前年

度の記録簿も必要 

⑥ 取組メニューを実施した

品目の出荷・販売伝票 

任意の様式  

⑦ その他申請時から変更が生じ

た事由が確認できる書類 

経営継承した場合は、継承した農業者の

事業取組の意向確認など 

 

 

 【取組実施者】 

 書類の名称 様式番号等 補  足 

❶ 取組中間報告書 

（取組実施状況報告書等） 

業務方法書様式第12号 

（業務方法書様式第11号、別添、

実施要領参考様式第13―２号） 

   

 

 

県協議会へ提出 

 ※写しを取組実施者で保管

 

① 化学肥料低減実施報告書 実施要領参考様式第14号 

② 取組実績整理表 協議会長が別に定める様式第６号

③ 局所施肥を実施している

写真 

任意の様式 

 

④ 契約書の写し（リースもし

くは作業委託の場合） 

任意の様式 

※契約日が分かるもの 

⑤ ほ場毎の施肥管理記録簿 任意の様式 

※取組の拡大・強化の場合は前年

度の記録簿も必要 

 

 

各参加農業者の作成書類の 

写しをとりまとめ 

取組実施者で保管 

⑥ 取組メニューを実施した

品目の出荷・販売伝票 

任意の様式 

⑦ その他申請時から変更が生じ

た事由が確認できる書類 

経営継承した場合は、継承した農業者の

事業取組の意向確認など 

【凡例】❶・・・・・・取組実施者が作成する書類 

① ～⑦・・・参加農業者が作成する書類の写し 
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２２  参参考考事事例例  （注）参考事例であり、必ずしもこれによらなくても良い 

（（１１））農農業業者者がが作作成成すするる書書類類のの参参考考事事例例  

ア：土壌診断による施肥設計 ＋ エ：堆肥の利用 の場合 

 

① 化学肥料低減実施報告書 

 
 

実実施施要要領領参参考考様様式式第第６６号号

作付面積（ha)

1.8 氏名（法人・組織名） 肥料　太郎

0.1 住所　○○市○○町○○番地の１

1.9 電話番号　×××－×××ー××××

　総取組面積 1.5ha 1.7ha

セ　化学肥料の使用量及びコスト節減の観点からの
     施肥量・肥料銘柄の見直し
　　（ア～スに係るものを除く。）

ソ　地域特認技術の利用（　　　　　　　　　　　　　　　）

シ　局所施肥（側条施肥、うね立て同時施肥、
　　灌注施肥等）の利用

ス　育苗箱（ポット苗）施肥の利用

コ　低成分肥料(単肥配合を含む）の利用

サ　可変施肥機の利用（ドローンの活用等を含む）

ク　緑肥作物の利用

ケ　肥料施用量の少ない品種の利用

カ　食品残渣など国内資源の利用（エとオ以外）

キ　有機質肥料（指定混合肥料等を含む）の利用

エ　堆肥の利用 ○ ◎

オ　汚泥肥料の利用（下水汚泥等）

イ　生育診断による施肥設計

ウ　地域の低投入型の施肥設計の導入

計

１１．．  実実施施ししたた取取組組メメニニュューーにに「「○○」」、、強強化化・・拡拡大大ししたたメメニニュューーにに「「◎◎」」をを付付ししててくくだだささいい。。
２２．．  「「今今後後のの取取組組」」ににはは、、実実施施すするる取取組組メメニニュューーがが２２つつ以以上上必必要要でですす。。そそののううちち11つつ以以上上はは、、新新ししいい取取組組、、
　　　　従従来来のの取取組組のの強強化化・・拡拡大大（（「「◎◎」」でで記記入入））をを含含むむよよううににししててくくだだささいい。。

取組メニュー
令和４年度又は

令和５年度の取組
今後の取組

ア　土壌診断による施肥設計 ○ ○

化化学学肥肥料料低低減減実実施施報報告告書書

作付概要

作物名

水稲

その他

※どちらかの取組

を「◎」（強化・拡大）

としてください 

第６号→第14号に変更 
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② 取組実績整理表 

 

協議会長が別に定める様式　第６号

取取組組実実績績整整理理表表

取組メニュー実施作物栽培管理開始日　　令和５年５月３０日（ほ場準備も含む）

取組メ
ニュー
（注１）

作物名
（取組ﾒﾆｭｰ
実施面積）
【作付面積】

施用時期 肥料名
施用量合計
kg/10ａ

〜

〜

〜 ※施肥管理は下記のとおり

〜

〜

〜

〇⽉〇⽇〜〇⽉〇⽇ ⽜糞堆肥 1,500

〇⽉〇⽇〜〇⽉〇⽇ 化成肥料□□ 10

〇⽉〇⽇〜〇⽉〇⽇ 化成肥料□□ 10

〜

〜

〜

注１：化学肥料低減実施報告書の取組メニュー番号（ア～ソ）を記入すること。

注２：取組メニューに関係する肥料についてはアンダーラインを記入すること。

注３：緑肥作物の利用の場合は、緑肥作物名、播種日、すき込み日を記入すること。

注４：具体的な内容を記入すること。

注５：販売先に提出する生産履歴票（ＪＡ栽培管理表　等）の活用も可。

　　　ただし、注１～３に留意すること。

取組メニューを強化・拡
大した内容（注４）

堆肥の利⽤⾯積を前年度４０ａから１２０ａに拡⼤した

⼟壌診断結果（別紙）に基づく、
施肥設計を実施。

農業者名 肥肥料料　　太太郎郎

ア

⽔稲
(180ａ）
【180ａ】

エ

⽔稲
(１２０ａ）
【180ａ】
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ア③ 土壌診断結果の写し 及び 診断結果に基づく施肥設計書 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

エ④ 堆肥の購入伝票の写し（事例省略：納品書等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可給態窒素 腐植含量

大字 字　地番 （mg/100g） （％）

△△1015 5.9 0.06 4.9 2.1

△△1021 6.7 0.08 5.0 1.9

（目標値） 5.5～6.5 10以上 4.0以上

【【診診断断結結果果】】

【【診診断断結結果果にによよるる施施肥肥設設計計】】

　・慣行の栽培暦を踏まえた施肥に加え、堆肥による土づくりを行うこと。

肥料　太郎

ＥＣ
（mＳ/cm）

　・腐植含量は目標の４％を下回っているので、有機物を施用して計画的な土づくりに努める必要がある。

氏名 作物名 ｐＨ

ほ場の土壌診断結果及び施肥設計書

令和4年10月14日

診断者：○○　○○

ほ場所在地

水稲 ○○

【摘要】分析機関等の分析結果や診断書の写しを添付 

※分析結果に基づく施肥設計が確認できるものとしてください 

（（例例示示））  

水水稲稲ででのの分分析析例例  
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④ ほ場毎の施肥管理記録簿（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－ 13 －

 
 

⑤ 取組メニューを実施した品目の出荷・販売伝票（例：水稲の場合） 
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イイ：：生生育育診診断断にによよるる施施肥肥設設計計  ＋＋  シシ：：局局所所施施肥肥のの利利用用  のの場場合合  

①  化学肥料低減実施報告書 

 

 

 

実実施施要要領領参参考考様様式式第第６６号号

作付面積（ha)

1.8 氏名（法人・組織名） 肥料　太郎

0.1 住所　○○市○○町○○番地の１

1.9 電話番号　×××－×××ー××××

　総取組面積 1.5ha 1.7ha

セ　化学肥料の使用量及びコスト節減の観点からの
     施肥量・肥料銘柄の見直し
　　（ア～スに係るものを除く。）

ソ　地域特認技術の利用（　　　　　　　　　　　　　　　）

シ　局所施肥（側条施肥、うね立て同時施肥、
　　灌注施肥等）の利用

○ ◎

ス　育苗箱（ポット苗）施肥の利用

コ　低成分肥料(単肥配合を含む）の利用

サ　可変施肥機の利用（ドローンの活用等を含む）

ク　緑肥作物の利用

ケ　肥料施用量の少ない品種の利用

カ　食品残渣など国内資源の利用（エとオ以外）

キ　有機質肥料（指定混合肥料等を含む）の利用

エ　堆肥の利用

オ　汚泥肥料の利用（下水汚泥等）

イ　生育診断による施肥設計 ○ ○

ウ　地域の低投入型の施肥設計の導入

計

１１．．  実実施施ししたた取取組組メメニニュューーにに「「○○」」、、強強化化・・拡拡大大ししたたメメニニュューーにに「「◎◎」」をを付付ししててくくだだささいい。。
２２．．  「「今今後後のの取取組組」」ににはは、、実実施施すするる取取組組メメニニュューーがが２２つつ以以上上必必要要でですす。。そそののううちち11つつ以以上上はは、、新新ししいい取取組組、、
　　　　従従来来のの取取組組のの強強化化・・拡拡大大（（「「◎◎」」でで記記入入））をを含含むむよよううににししててくくだだささいい。。

取組メニュー
令和４年度又は

令和５年度の取組
今後の取組

ア　土壌診断による施肥設計

化化学学肥肥料料低低減減実実施施報報告告書書

作付概要

作物名

水稲

その他

※どちらかの取組を

「◎」（強化・拡大）

としてください 

第６号→第14号に変更 
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② 取組実績整理表 

 

協議会長が別に定める様式　第６号

取取組組実実績績整整理理表表

取組メニュー実施作物栽培管理開始日　　令和５年５月３０日（ほ場準備も含む）

取組メ
ニュー
（注１）

作物名
（取組ﾒﾆｭｰ
実施面積）
【作付面積】

施用時期 肥料名
施用量合計
kg/10ａ

〜

〜

〜 ※施肥管理は下記のとおり

〜

〜

〜

〇⽉〇⽇〜〇⽉〇⽇ ⽜糞堆肥 1,500

〇⽉〇⽇〜〇⽉〇⽇ 化成肥料□□ 10

〇⽉〇⽇〜〇⽉〇⽇ 化成肥料□□ 10

〜

〜

〜

注１：化学肥料低減実施報告書の取組メニュー番号（ア～ソ）を記入すること。

注２：取組メニューに関係する肥料についてはアンダーラインを記入すること。

注３：緑肥作物の利用の場合は、緑肥作物名、播種日、すき込み日を記入すること。

注４：具体的な内容を記入すること。

注５：販売先に提出する生産履歴票（ＪＡ栽培管理表　等）の活用も可。

　　　ただし、注１～３に留意すること。

取組メニューを強化・拡
大した内容（注４）

⽣育診断結果（別紙）に基づく、
施肥設計を実施。

農業者名 肥肥料料　　太太郎郎

イ

⽔稲
(１8０ａ）
【180ａ】

シ

⽔稲
(１２０ａ）
【180ａ】
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イ③ 生育診断結果の成績書の写し 
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④ ほ場毎の施肥管理記録簿 
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⑤ 取組メニューを実施した品目の出荷・販売伝票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－ 19 －

 
 

シ③ 局所施肥を実施している写真 

 

 

 

 

 

シ③ 契約書の写し ※局所施肥をリース又は作業委託している場合のみ 

 

  （事例省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業状況の写真などを添付 
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キ：有機質肥料の利用 ＋ コ：低成分肥料の利用 の場合 

 

① 化学肥料低減実施報告書 

 

 

実実施施要要領領参参考考様様式式第第６６号号

作付面積（ha)

1.8 氏名（法人・組織名） 肥料　太郎

0.1 住所　○○市○○町○○番地の１

1.9 電話番号　×××－×××ー××××

　総取組面積 1.5ha 1.7ha

セ　化学肥料の使用量及びコスト節減の観点からの
     施肥量・肥料銘柄の見直し
　　（ア～スに係るものを除く。）

ソ　地域特認技術の利用（　　　　　　　　　　　　　　　）

シ　局所施肥（側条施肥、うね立て同時施肥、
　　灌注施肥等）の利用

ス　育苗箱（ポット苗）施肥の利用

コ　低成分肥料(単肥配合を含む）の利用 ○ ○

サ　可変施肥機の利用（ドローンの活用等を含む）

ク　緑肥作物の利用

ケ　肥料施用量の少ない品種の利用

カ　食品残渣など国内資源の利用（エとオ以外）

キ　有機質肥料（指定混合肥料等を含む）の利用 ○ ◎

エ　堆肥の利用

オ　汚泥肥料の利用（下水汚泥等）

イ　生育診断による施肥設計

ウ　地域の低投入型の施肥設計の導入

計

１１．．  実実施施ししたた取取組組メメニニュューーにに「「○○」」、、強強化化・・拡拡大大ししたたメメニニュューーにに「「◎◎」」をを付付ししててくくだだささいい。。
２２．．  「「今今後後のの取取組組」」ににはは、、実実施施すするる取取組組メメニニュューーがが２２つつ以以上上必必要要でですす。。そそののううちち11つつ以以上上はは、、新新ししいい取取組組、、
　　　　従従来来のの取取組組のの強強化化・・拡拡大大（（「「◎◎」」でで記記入入））をを含含むむよよううににししててくくだだささいい。。

取組メニュー
令和４年度又は

令和５年度の取組
今後の取組

ア　土壌診断による施肥設計

化化学学肥肥料料低低減減実実施施報報告告書書

作付概要

作物名

水稲

その他

※どちらかの取組を

「◎」（強化・拡大）

としてください 

第６号→第14号に変更 
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② 取組実績整理表 

 
 

協議会長が別に定める様式　第６号

取取組組実実績績整整理理表表

取組メニュー実施作物栽培管理開始日　　令和５年５月３０日（ほ場準備も含む）

取組メ
ニュー
（注１）

作物名
（取組ﾒﾆｭｰ
実施面積）
【作付面積】

施用時期 肥料名
施用量合計
kg/10ａ

〇⽉〇⽇〜〇⽉〇⽇ ▲▲有機S 40

〇⽉〇⽇〜〇⽉〇⽇ 化成肥料□□ 10

〇⽉〇⽇〜〇⽉〇⽇ 化成肥料□□ 10

〜

〜

〜

〇⽉〇⽇〜〇⽉〇⽇ 低成分肥料 ■■■ 30

〇⽉〇⽇〜〇⽉〇⽇ 化成肥料□□ 10

〇⽉〇⽇〜〇⽉〇⽇ 化成肥料□□ 10

〜

〜

〜

注１：化学肥料低減実施報告書の取組メニュー番号（ア～ソ）を記入すること。

注２：取組メニューに関係する肥料についてはアンダーラインを記入すること。

注３：緑肥作物の利用の場合は、緑肥作物名、播種日、すき込み日を記入すること。

注４：具体的な内容を記入すること。

注５：販売先に提出する生産履歴票（ＪＡ栽培管理表　等）の活用も可。

　　　ただし、注１～３に留意すること。

取組メニューを強化・拡
大した内容（注４）

農業者名 肥肥料料　　太太郎郎

キ

⽔稲
(１8０ａ）
【180ａ】

コ

⽔稲
(１80ａ）
【180ａ】
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キ③ 有機質肥料の購入伝票の写し 

 

   （事例省略） 

 

 

 

 

コ③ 低成分肥料の購入伝票の写し 

 

    （事例省略） 

 

 

 

 

コ③これまで使用していた肥料銘柄が分かるもの（※新たに取組む場合のみ） 

 

 ◆ 購入伝票や写真など 

   （これまで使用していた肥料）          （今回使用した低成分肥料） 
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④ ほ場毎の施肥管理記録簿 
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⑤ 取組メニューを実施した品目の出荷・販売伝票 
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（２）取組実施者が作成する書類の参考事例 

❶ 取組中間報告書（作成者：取組実施者） 

 

  

（（業業務務方方法法書書  様様式式第第１１２２号号））  

（番   号） 

令和５年１２月 日 

 

山口県地域農業戦略推進協議会 

会長  平岡 武  様 

 

所在地 山口県〇〇市〇〇町〇〇番地 

                   取組実施者名 〇〇商店（〇〇グループ） 

                       代表者氏名  □□ □□         

 

令和５年度肥料価格高騰対策事業取組中間報告書 

 

肥料価格高騰対策事業実施要領（令和３年12 月 20 日付け３農産第 2156 号農林水産省農産局長通

知）第14の1の規定に基づき、下記のとおり報告する。 

 

記 

 

取組の実施状況 

取組メニュー 取組の実施状況 

堆肥の利用 秋７ha  春１．９ha 

うち、強化・拡大により０．８ha 拡大 

緑肥作物の利用 春３．５ha 

うち、強化・拡大により０．２ha 拡大 

低成分量肥料（単肥配合を含む）の利用 春１１．２ha 

  

（注） 

１ 取組メニューには、取組実施者において取り組んでいるメニューを記入し、適宜、行を追加すること。 

２ 参加農業者が、中間期間までにどのような取組を行ったのか、また、取組前と比べてどの程度取組が進んで

いるか、使用記録等を参照し記入してください。 

 

 

記入例 

注「中間報告」で、全ての参加農業者の取組が終了した場合、取組実施者は「実施状況報告」

の取りまとめ様式についても、併せて提出してください。
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【【国国がが示示ししたた記記入入例例】】  
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【【国国がが示示ししたた記記入入例例】】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【摘要】 

国が例示した記載例の内容は、引用可能な事項があれば参考として活用のこと 
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②実施状況報告書  
  
（（業業務務方方法法書書  様様式式第第１１１１号号））  
  

（ 番 号 ） 

令和〇年〇月 日 

 

山口県地域農業戦略推進協議会 

会 長  平岡 武  様 

                 

所在地 山口県〇〇市〇〇町〇〇番地 

                   取組実施者名 〇〇商店（〇〇グループ） 

                       代表者氏名  □□ □□         

 

 

令和５年度肥料価格高騰対策事業取組実施状況報告書 
  

肥料価格高騰対策事業実施要領（令和３年12 月 20 日付け３農産第 2156 号農林水産省農産局長通

知）第13の２の規定に基づき、別添のとおり報告する。  
 
 
（添付資料） 
・実施要領参考様式第１３－２号 
・実施要領参考様式第１４号 
・その他農政局長等が必要と認める書類 

             

  

記入例 
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（（業業務務方方法法書書  第第１１１１号号別別添添））  

別添 

肥料価格高騰対策事業取組実施状況報告書 

第１ 取組実施者名 

 

〇〇商店（〇〇グループ） 
 

 
第２ 事業の取組概要 

参加農業者数（件） 取組面積（ha） 

 
７ 

 
秋肥５１  春肥 １６．６ 

 
 第３ 取組実績 

 取組メニュー 取組の実績 

ア 土壌診断による施肥設計  

イ 生育診断による施肥設計  

ウ 地域の低投入型の施肥設計の導入 秋3.5ha 

エ 堆肥の利用 
秋１０ha 春１．９ha 

うち、強化・拡大により０．８ha 拡大 

オ 汚泥肥料の利用（下水汚泥等）  

カ 食品残渣など国内資源の利用（エとオ以外）  

キ 有機質肥料（指定混合肥料等を含む。）の利用 
秋４．５ha  

うち、強化・拡大により１．２ha 拡大 

ク 緑肥作物の利用 
春３．５ｈａ 

うち、強化・拡大により０．２ha 拡大 

ケ 肥料施用量の少ない品種の利用  

コ 低成分肥料（単肥配合を含む。）の利用 春１１．２ｈａ 

記入例 
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サ 可変施肥機の利用（ドローンの活用等を含む。）  

シ 局所施肥（側条施肥、うね立て同時施肥、灌注施肥等）

の利用 
秋３３ｈａ 

ス 育苗箱（ポット苗）施肥の利用  

セ 化学肥料の使用量及びコスト節減の観点からの施肥

量・肥料銘柄の見直し（ア～スに係るものを除く。）
 

ソ 地域特認技術の利用 

（               ） 
 

（注）参加農業者が、実施期間を通じてどのような取組を行ったか、また、その結果として、取組前

と比べてどの程度の化学肥料の低減が図られたかを、使用記録等を参照し、できる限り定量的に

記入してください。 
 
 
第４ 化学肥料の使用量の低減に向けて継続的に取り組むための取組計画 
  

※例 参加農業者のとりまとめ結果の概要などを記入する。 
 
参加農業者が取り組んだ取組メニューについては各自で継続・拡大を行う 

 

こととしている。 

 

 

※取組実施者としての計画の概要などを記入する。 
 

特に、堆肥の利用については、〇〇品目において牛糞堆肥の取組実施面積が 

 

〇〇ha と多く、参加農業者の協力を得ながら取組結果を幅広く周知するなど 

 

し、その取組拡大に向けて推進を図ることとしている。 
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【【国国がが示示ししたた記記入入例例】】 
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【【国国がが示示ししたた記記入入例例】】 
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【【国国がが示示ししたた記記入入例例】】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【摘要】 

国が例示した記載例の内容は、引用可能な事項があれば参考として活用の

こと 
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③ 様 式 集 

（（業業務務方方法法書書  様様式式第第１１２２号号））  

（番   号） 

令和 年 月 日 

 

山口県地域農業戦略推進協議会 

会長  平岡 武  様 

 

所在地 

                       取組実施者名 

                      代表者氏名 

 

令和５年度肥料価格高騰対策事業取組中間報告書 

 

肥料価格高騰対策事業実施要領（令和３年12 月 20 日付け３農産第 2156 号農林水産省農産局長通

知）第14の１規定に基づき、下記のとおり報告する。 

 

記 

 

取組の実施状況 

取組メニュー 取組の実施状況 

  

  

  

  

  

  

  

（注） 

１ 取組メニューには、取組実施者において取り組んでいるメニューを記入し、適宜、行を追加すること。 

２ 参加農業者が、中間期間までにどのような取組を行ったのか、また、取組前と比べてどの程度取組が進んで

いるか、使用記録等を参照し記入してください。 
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参参考考様様式式第第６６号号

作付面積（ha)

氏名（法人・組織名）

住所

電話番号

サ　可変施肥機の利用（ドローンの活用等を含む）

コ　低成分肥料(単肥配合を含む）の利用

ケ　肥料施用量の少ない品種の利用

ク　緑肥作物の利用

キ　有機質肥料（指定混合肥料等を含む）の利用

　総取組面積

ソ　地域特認技術の利用（　　　　　　　　　　　　　　）

セ　化学肥料の使用量及びコスト節減の観点からの
     施肥量・肥料銘柄の見直し
　　（ア～スに係るものを除く。）

ス　育苗箱（ポット苗）施肥の利用

シ　局所施肥（側条施肥、うね立て同時施肥、
　　灌注施肥等）の利用

オ　汚泥肥料の利用（下水汚泥等）

令和４年度又は
令和５年度の取組

取組メニュー

１１．．  実実施施ししたた取取組組メメニニュューーにに「「○○」」、、強強化化・・拡拡大大ししたたメメニニュューーにに「「◎◎」」をを付付ししててくくだだささいい。。
２２．．  「「今今後後のの取取組組」」ににはは、、実実施施すするる取取組組メメニニュューーがが２２つつ以以上上必必要要でですす。。そそののううちち11つつ以以上上はは、、新新ししいい取取組組、、
　　　　従従来来のの取取組組のの強強化化・・拡拡大大（（「「◎◎」」でで記記入入））をを含含むむよよううににししててくくだだささいい。。

化化学学肥肥料料低低減減実実施施報報告告書書

　　　　　　　　　ha 　　　　　ha

作付概要

作物名

その他

計

カ　食品残渣など国内資源の利用（エとオ以外）

今後の取組

エ　堆肥の利用

ウ　地域の低投入型の施肥設計の導入

イ　生育診断による施肥設計

ア　土壌診断による施肥設計

第６号→第14号に変更 
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協議会長が別に定める様式　第６号

取取組組実実績績整整理理表表

取組メニュー実施作物栽培管理開始日　　令和　　年　　　月　　　日（ほ場準備も含む）

取組メ
ニュー
（注１）

作物名
（取組ﾒﾆｭｰ
実施面積）
【作付面積】

施用時期 肥料名
施用量合計
kg/10ａ

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

注１：化学肥料低減実施報告書の取組メニュー番号（ア～ソ）を記入すること。

注２：取組メニューに関係する肥料についてはアンダーラインを記入すること。

注３：緑肥作物の利用の場合は、緑肥作物名、播種日、すき込み日を記入すること。

注４：具体的な内容を記入すること。

注５：販売先に提出する生産履歴票（ＪＡ栽培管理表　等）の活用も可。

　　　ただし、注１～３に留意すること。

取組メニューを強化・
拡大した内容（注４）

農業者名
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（（業業務務方方法法書書  様様式式第第１１１１号号））  
  

（ 番 号 ） 

令和 年 月 日 

 

山口県地域農業戦略推進協議会 

会 長  平岡 武  様 

                 

所在地 
取組実施者名 
代表者氏名   

 

 

令和５年度肥料価格高騰対策事業取組実施状況報告書 
  

肥料価格高騰対策事業実施要領（令和３年12 月 20 日付け３農産第 2156 号農林水産省農産局長通

知）第13の２の規定に基づき、別添のとおり報告する。  
 
 
（添付資料） 
・実施要領参考様式第１３－２号 
・実施要領参考様式第１４号 
・その他農政局長等が必要と認める書類 
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別添 

肥料価格高騰対策事業取組実施状況報告書 

 
第１ 取組実施者名 

 

 
 
第２ 事業の取組概要 

参加農業者数（件） 取組面積（ha） 

  

 
 第３ 取組実績 

 取組メニュー 取組の実績 

ア 土壌診断による施肥設計  

イ 生育診断による施肥設計  

ウ 地域の低投入型の施肥設計の導入  

エ 堆肥の利用  

オ 汚泥肥料の利用（下水汚泥等）  

カ 食品残渣など国内資源の利用（エとオ以外）  

キ 有機質肥料（指定混合肥料等を含む。）の利用  

ク 緑肥作物の利用  

ケ 肥料施用量の少ない品種の利用  

コ 低成分肥料（単肥配合を含む。）の利用  

サ 可変施肥機の利用（ドローンの活用等を含む。）  
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シ 局所施肥（側条施肥、うね立て同時施肥、灌注施肥等）

の利用 
 

ス 育苗箱（ポット苗）施肥の利用  

セ 化学肥料の使用量及びコスト節減の観点からの施肥

量・肥料銘柄の見直し（ア～スに係るものを除く。）
 

ソ 地域特認技術の利用 

（               ） 
 

（注）参加農業者が、実施期間を通じてどのような取組を行ったか、また、その結果として、取組前

と比べてどの程度の化学肥料の低減が図られたかを、使用記録等を参照し、できる限り定量的に

記入してください。 
 
 
第４ 化学肥料の使用量の低減に向けて継続的に取り組むための取組計画 
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参参考考様様式式第第６６号号

作付面積（ha)

氏名（法人・組織名）

住所

電話番号

サ　可変施肥機の利用（ドローンの活用等を含む）

コ　低成分肥料(単肥配合を含む）の利用

ケ　肥料施用量の少ない品種の利用

ク　緑肥作物の利用

キ　有機質肥料（指定混合肥料等を含む）の利用

　総取組面積

ソ　地域特認技術の利用（　　　　　　　　　　　　　　）

セ　化学肥料の使用量及びコスト節減の観点からの
     施肥量・肥料銘柄の見直し
　　（ア～スに係るものを除く。）

ス　育苗箱（ポット苗）施肥の利用

シ　局所施肥（側条施肥、うね立て同時施肥、
　　灌注施肥等）の利用

オ　汚泥肥料の利用（下水汚泥等）

令和４年度又は
令和５年度の取組

取組メニュー

１１．．  実実施施ししたた取取組組メメニニュューーにに「「○○」」、、強強化化・・拡拡大大ししたたメメニニュューーにに「「◎◎」」をを付付ししててくくだだささいい。。
２２．．  「「今今後後のの取取組組」」ににはは、、実実施施すするる取取組組メメニニュューーがが２２つつ以以上上必必要要でですす。。そそののううちち11つつ以以上上はは、、新新ししいい取取組組、、
　　　　従従来来のの取取組組のの強強化化・・拡拡大大（（「「◎◎」」でで記記入入））をを含含むむよよううににししててくくだだささいい。。

化化学学肥肥料料低低減減実実施施報報告告書書

　　　　　　　　　ha 　　　　　ha

作付概要

作物名

その他

計

カ　食品残渣など国内資源の利用（エとオ以外）

今後の取組

エ　堆肥の利用

ウ　地域の低投入型の施肥設計の導入

イ　生育診断による施肥設計

ア　土壌診断による施肥設計

第６号→第14号に変更 
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協議会長が別に定める様式　第６号

取取組組実実績績整整理理表表

取組メニュー実施作物栽培管理開始日　　令和　　年　　　月　　　日（ほ場準備も含む）

取組メ
ニュー
（注１）

作物名
（取組ﾒﾆｭｰ
実施面積）
【作付面積】

施用時期 肥料名
施用量合計
kg/10ａ

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

注１：化学肥料低減実施報告書の取組メニュー番号（ア～ソ）を記入すること。

注２：取組メニューに関係する肥料についてはアンダーラインを記入すること。

注３：緑肥作物の利用の場合は、緑肥作物名、播種日、すき込み日を記入すること。

注４：具体的な内容を記入すること。

注５：販売先に提出する生産履歴票（ＪＡ栽培管理表　等）の活用も可。

　　　ただし、注１～３に留意すること。

取組メニューを強化・
拡大した内容（注４）

農業者名
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Ⅳ 化学肥料低減取組メニュー別 取組例 

                             令和４年１２月１６日修正版 

山口県地域農業戦略推進協議会 

取組メニュー 取組例 取組を実施した証拠書類（５年

間保存） 

ア 土壌診断

による施肥設

計 

土壌診断結果に基づいた施肥設計による施肥

を実施する。 

【土壌診断の例】 

 民間事業者等を利用した土壌診断 

 市販の簡易キットによる土壌診断 

 

施設養液栽培の場合 

溶脱水分析や養液や廃液の分析等に基づ 

く施肥を実施する。 

 

【備考】 

・土壌分析の項目は土壌診断に必要な内容と

する。 

・過去５年以内に実施した土壌分析の診断結

果に基づいた施肥の実施も可能。 

〇共通書類 

〇土壌診断結果 

※診断日が必ずわかるもの 

〇診断結果に基づき実施した施

肥設計書 

※対象作物が必ずわかるもの 

イ 生育診断

による施肥設

計 

作物の葉色や植物体の栄養診断結果に基づい

た施肥設計による施肥を実施する。 

【生育診断の例】 

・水稲の葉色板カラーチャートによる計測 

・生育状況の計測 

・植物体中の硝酸態窒素含量の計測 

〇共通書類 

〇生育診断結果の成績書の写し

（作物名、診断者、ほ場名、診断

日、診断方法、診断結果、診断結

果に基づく施肥量の改善内容

等の記録） 

ウ 地域の低

投入型の施肥

設計の導入 

【例】 

・ＪＡ部会等で低減を目的とした施肥設計

（エコやまぐち、エコファーマー など）によ

る施肥 

 

〇共通書類 

〇低投入型施肥設計（施肥暦等）

※新たに取り組む場合は、これ

まで使用してた施肥設計（施肥

暦等） 

エ 堆肥の利

用 

化学肥料の削減のため堆肥を施用する 〇共通書類 

〇堆肥の購入伝票の写し 

※自給堆肥を施用する場合は散

布時写真 

オ 汚泥肥料

の利用（下水汚

泥 等） 

下水汚泥等を原料とした肥料を施用する。 ○汚泥肥料の購入伝票の写し 
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カ 食品残渣

など国内資源

の利用（エとオ

以外） 

食品残渣などを原料とした肥料を施用する。

普通肥料や特殊肥料として販売されているの

で、販売店等に問い合わせてください。 

 

〇共通書類 

〇対象肥料の購入伝票の写し 

キ 有機質肥

料（指定混合肥

料等を含む）の

利用 

有機質原料が含まれている肥料であれば対象

となります（有機質原料の含有量は問いませ

ん）。 

※原料は販売店に問合せするか肥料袋に掲載

されている保証票等で確認してください 

〇共通書類 

〇対象肥料の購入伝票の写し 

ク 緑肥作物

の利用 

レンゲ、ソルゴー（ソルガム）、ナギナタガヤ

などの緑肥を利用 

〇共通書類 

〇緑肥種子を購入した伝票の写

し 

※取組を長い年月実施してお

り、播種を実施しなくても効果

が期待できる生育量が見込める

場合は、生育状況がわかる写真 

ケ 肥料施用

量の少ない品

種の利用 

 当該地域の基準となる品種（参加農業者の

経営品種）の栽培暦の１０ａあたりの肥料施

用量と比較し、１割以上の低減（NPK総量ベー

ス）ができる品種を利用 

○対象品種の種苗の購入伝票の

写し 

○取組を実施した年度（作型）の

作付品種の一覧（様式自由） 

○取組を実施した年度（作型）の

対象品種と基準品種の栽培暦

等（１０ａあたり施用量の低

減が判断できる資料） 

コ 低成分肥

料（単肥配合を

含む）の利用 

・リン酸(P)、カリ（K）の成分の施用量を容易に減

らすことができるよう、予めこれらの成分の含有

量を減らした複合肥料（いわゆるＬ型肥料）を施肥

する。 

・現在利用している肥料銘柄よりも窒素（N）、リン

酸（P）、カリ（K）の成分の総量が低い複合肥料を

施用する（農業者等が自ら単肥を配合したものも

含む） 

※複合肥料とは、Ｎ、Ｐ、Ｋの３成分のうちいづれ

か２成分以上を含む普通肥料。 

具体的には販売店等に問い合わせください。 

〇共通書類 

〇対象肥料の購入伝票の写し 

〇現在利用している肥料銘柄よ

りもＮ、Ｐ、Ｋの成分の総量が低

い複合肥料を施肥する場合は、

これまで使用していた肥料銘柄

がわかるもの（ＮＰＫ成分の比

較が可能なもの） 

サ 可変施肥

機の利用（ﾄﾞﾛｰ

ﾝの活用等も含

む） 

【例】 

可変施肥田植機を利用した施肥 

〇共通書類 

〇可変施肥機を利用している写

真 
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シ 局所施肥

（側条施肥、う

ね立て同時施

肥、潅注施肥

等）の利用 

【例】 

側条施肥、うね立て同時施肥、潅注液肥 等

〇共通書類 

〇局所施肥を実施している写真 

ス 育苗箱（ポ

ット苗）施肥の

利用 

 

水稲で育苗箱全量施肥資材を利用する 〇共通書類 

〇対象肥料の購入伝票 

〇専用機械を使用した場合は使

用時の写真 

セ 化学肥料

の使用量及び

コスト削減の

観点から施肥

量・肥料銘柄の

見直し 

※アからス以外で該当するもの 〇共通書類 

〇従来の施肥実績と取組メニュ

ーにより実施した施肥実績が比

較できる資料 

〇コスト削減の観点であれば、

従来の施肥実績と取組メニュー

により実施した施肥実績のコス

トが比較できる資料 

ソ 地域特認

技術 

山口県では現在のところ地域特認を設定する

予定はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１：国が取組を実施した証拠書類について別に定めた場合は、内容が一部変わる可能性があり 

ます。 

注２：「汚泥肥料の利用（下水汚泥等）」、「肥料使用量の少ない品種の利用」は記載を省略してい 

ますが、取組は可能です。 

 

 

重重要要＜＜共共通通書書類類＞＞  

本事業を取り組む農業者の方は、上記証拠書類の他、以下の資料（記録等）を実績提出後

５年間必必ずず保保管管してください。 

〇取組メニューを実施（強化・拡大も含む）した品目のほほ場場毎毎のの施施肥肥管管理理記記録録  

 ※様式は定めないが、実施（強化・拡大を含む）した取組メニュー内容、栽培品目、ほ場

名、作業日、肥料名、施用量がわかる記録） 

 ※拡大・強化の場合は拡大・強化を行う前の記録も必要（最低限、拡大・強化した内容が

わかる記録のみでも良い） 

〇取組メニューを実施した品目の出出荷荷・・販販売売伝伝票票 
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別別紙紙１１  取取組組メメニニュューー別別  証証拠拠書書類類（（５５年年間間必必ずず保保管管すするる書書類類））  

区   分 証 拠 書 類 の 内 容 

共通 

※「取組の中間報告」、

「実施状況報告」に添付

は不要 

〇取組メニューを実施（強化・拡大も含む）した品目のほ場毎の

施肥管理記録（様式は定めないが、実施（強化・拡大を含む）

した取組メニュー内容、栽培品目、ほ場名もしくは番号、作業

日、肥料名、施用量が必ずわかる記録） 

 ※拡大強化の場合は前年度の内容も必要 

〇取組メニューを実施した品目の出荷・販売伝票 

○その他申請時から変更が生じた事由が確認できる書類 

土壌診断に基づく施肥

設計 

〇土壌診断結果（事業年の５年前までに実施されたものも可） 

の写し 

 ※診断日が必ずわかるもの 

〇診断結果に基づき実施した施肥設計書 

 ※対象作物が必ずわかるもの 

作物の生育診断に基づ

く効率的施肥 

〇生育診断結果の成績書の写し 

（作物名、診断者、ほ場名、診断日、診断方法、診断結果、診 

断結果に基づく施肥量の改善内容等の記録） 

地域の低投入型の施肥

設計の導入 

〇導入した低投入型施肥暦 

〇新たに取組む場合はこれまで使用していた施肥暦 

堆肥の利用 〇堆肥の購入伝票の写し 

 ※自給堆肥を施用する場合は散布時写真 

汚泥肥料の利用（下水汚

泥等） 

〇汚泥肥料の購入伝票の写し 

食品残渣など国内資源

の利用（堆肥、汚泥肥料

以外） 

〇対象肥料の購入伝票の写し 

有機質肥料（指定混合肥

料等を含む）の利用 

〇有機質肥料の購入伝票の写し 

緑肥作物の利用 〇緑肥種子を購入した伝票の写し 

※取組を長年実施しており、播種を実施しなくても効果が期待で

きる生育量が見込める場合は、生育状況がわかる写真 

肥料施用量の少ない品

種の利用 

〇対象品種の種苗の購入伝票の写し 

○取組を実施した年度（作型）の作付品種の一覧（様式は自由）

○取組を実施した年度（作型）の対象品種と基準品種の栽培暦等

（１０ａあたりの施用量の低減が判断できる資料） 
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低成分肥料（単肥配合を

含む）の利用 

 

〇低成分肥料の購入伝票の写し 

※自ら単肥配合した場合は、配合した肥料を購入した伝票の写し 

〇新たに取組む場合は、これまで使用していた肥料銘柄がわかる

もの（ＮＰＫ成分の比較が可能なもの） 

※単肥配合の場合は、配合したＮＰＫ成分の比較が可能なもの 

可変施肥機の利用 

 

〇可変施肥機を利用している写真 

※リースもしくは作業委託の場合は契約書の写しも添付 

 

局所施肥の利用 

 

〇局所施肥を実施している写真 

※リースもしくは作業委託の場合は契約書の写しも添付 

育苗箱（ポット苗）施肥 〇育苗箱施肥に利用した肥料の購入伝票の写し 

〇専用機械を使用した場合は使用時の写真 

化学肥料の使用量及び

コスト削減の観点から

施肥量・肥料銘柄の見直

し 

〇従来の施肥実績と取組メニューにより実施した施肥実績が比

較できる資料 ※10ａあたり 

〇コスト削減の観点であれば、従来の施肥実績と取組メニューに

より実施した施肥実績のコストが比較わかる資料 

 ※NPK成分量総量の10ａ当たりコスト 

実施計画の申請時に既

に全作付面積の半分以

上を占める作物におい

て化学肥料の低減に相

当程度の実績がある旨

申請した者 

計画申請翌年の以下の資料の写し 

○エコやまぐち農産物認証取得者 

エコやまぐち農産物生産認証通知 

○有機ＪＡＳ認証取得者 

有機ＪＡＳ認証票 

（取得した作物名が認証票に記載されていない場合は、認証を 

取得した作物名がわかる書類） 

○環境保全型農業直接支払交付金受給者 

 所属する農業者団体が市町に提出した「営農活動実績報告 

書」もしくは「実施状況報告書」の写し 

※実施状況報告書の場合は、市町が農業者団体に通知した「環境

保全型農業直接支払交付金に係る実施状況確認結果通知書」の

写しも併せて添付する 

 

 

 

 

 

 

 

 


